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図 4.4　優秀賞　松田はるか　【生産するクニへ】
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図 4.5　優秀賞　チーム OBAYASHI　【す・ま・モ Life】
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B-67

地域を調べよう 約束を立てよう 仲間をさがそう 一緒につくろう 発見を広めよう

未来はだれにも分からない。
それでも、未来に繋がるヒントが風土のなかにはある。
風土は意のままにならない自然と付き合う術を、他者と協力する喜びを知っている。
地域に根差したあなたの暮らしの知恵は、
共有すべき未来の可能性だ。

わ
た
し
を
育
む
風
土
を
、

風
土
を
育
む
あ
な
た
を
、

あ
な
た
を
育
む
風
土
を
、

わ
た
し
た
ち
は
愛
す
る
。

環境と地域に責任ある土地利用を支援 /参加 / 共有する社会
わたしたちは日々の暮らしと自然の成り行きの不可分な関係を知っている。
誰もが３つか４つの故郷を持っていて、時折り普請を手伝いに訪れると古い仲間と新たな出会いが待っている。
わたしの暮らしはわたしだけのものではない。世界中の支援者と、将来ここに暮らす誰かと、共有している。
逆らえない変化の波に呑まれても、知の繋がりと対話によって新たな暮らしのバランスを取り戻すだろう。

「風土基盤地図」
ESG投資 エンジェル投資

「風土的公共圏」

クラウドファンディング

土地条件図 ハザードマップ

クリマアトラス 現存植生図

インフラ台帳  BIM  CIM スキルシェアリング  SNS

風土基盤地図を持ってまちを歩く
水源・電源・資源を確かめる

建物用途や意思決定の方法を決める
資源の補償・支援のお礼を考える

想いと魅力を伝えて支援を募る
相談できる専門家を探す

地域の人やファンを巻き込む
専門家・熟練者から技術を学ぶ

学んだ知識を継続して活かす
新しい技術や課題に挑戦する

図 4.6　優秀賞　渡邉拓巳
【わたしを育む風土を、風土を育むあなたを、あなたを育む風土を、わたしたちは愛する】

CONNECTING 
繋がろうみんなTO EACH OTHER

Disconnection 
between Places

Social Issues
- Depopulation 
- Aging
- Isolation

Complicated 
Social and Eco-
nomic Network

CONNECTING!
繋がろうー

Phisical Place

Social Interaction

Integrated Approach

Connect focal points within 
the near areas

Prevent isolation and enhance 
social bonds between people

Build a more resilient and 
stronger community

- Linkage between Place and People
- Vibrant Commercial Activities
- Accessibility Enhance
- Information Sharing
- Opportunities for Social Interaction

Designing
Principles

In order to change the image of cities, we should give 
them a brand new and various identity, which is dffer-
entiated from the past, and make a new blueprint and 
imagination in the future.

Identifying

As before, the cities were built not for human but 
industry and mobile cars, and as the result the connec-
tion between places and places, people and people, 
and places and people, are gradually lost. Therefore, 
we should stand back and rethink what kind of scale 
the city should have.

Rescaling

As a healthy and vital city, the nature is considered signifi-
cant, so it is a huge issue how we use and view those green 
sites and blue sites around the cities. Therefore, in order to 
make a nature surroundings, we should use the exsisting 
nature and try connecting and reworking the natural 
framework.

Connecting

Core
Thoghts

Existed Issues Mission Statement Solutions

Imagination of
Cities in Future

登録番号：Ｂ-68
チーム：ツナガロウ

図 4.7　優秀賞　綱牙狼ー　【CONNECTING TO EACH OTHER】
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③審査員講評

　審査員を代表して、小林潔司委員長の講評を以下に記す。

　部門 B では、22 世紀の国づくりのためのアイデアを募集しました。粗削

りでもいい、斬新なアイデアを期待しました。いま、私の手元に、ニューヨー

ク建築協会会長だったハーヴェイコーベットが 1925 年に 25 年後の 1950 

年に実現するであろう都市の将来像を描いた絵があります。彼は、将来の都

市が直面する混雑の問題を解決するために都市交通の 3 次元化を図ること

を提案しました。21 世紀の今日に至っては、コーベットが描いた都市像は、

すでに実現しており、目新しさはありません。しかし、都市混雑を 3 次元

空間上で解決していこうというアイデアは、今日においても燦然と輝いてい

ると思います。かつて、カールポッパーが歴史主義の貧困 (The Poverty of 

Historicism) の序文で、知識の不確実性に言及し、「明日、われわれが知りえることを今日知ること

はできない」と書きました。しかし、技術は違います。これもポッパーが言ったように「技術は合理

的に進化する。合理性を通じて技術の将来を予測することができる。」技術の将来はシーズのみが決

めるのではない。技術的発展の羅針盤は、シーズではなく、むしろ社会のニーズが与えてくれます。コー

ベットの将来の都市像が卓抜なのは、深い洞察に基づいて都市が抱える将来の問題点を指摘し、それ

に対するソリューションを大胆に提案した点にあります。

　今回の部門 B の応募は、22 世紀の国土の在り方に関して、大胆なアイデアの提案を求めたものです。

審査委員長が知る限り、土木学会がこのようなアイデアを募ったは初めてのことでもあり、アイデア

募集に関する意図が十分に周知されていなかったのかもしれません。もちろん、応募いただいた提案

はいずれも立派な優れた内容を持つものでした。しかしながら、22 世紀の国土像の本質に迫るよう

な卓抜な提案を見出すことはできなかったように思います。そのため、残念ながら、最優秀賞の授賞

を見送るという判断に至りました。しかしながら、現在の世代や将来の世代に対して、国土の望まし

い姿に関するメッセージを送り続けることは、土木学会が本来果たすべき役割の 1 つであると考えま

す。今回の作品応募プロジェクトを 1 つのマイルストーンとして、今後も国土の望ましい将来像を問

いかけるようなイベントを企画することが重要であると考えております。今後とも、よろしくお願い

いたします。
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５．表彰式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　部門 A および B の表彰式は、部門 A の公開審査に引き続き、同日に武田ホールにて開催した。

図 5.1　表彰式の様子 図 5.2  部門 A 最優秀賞
表彰状

６．結び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　この度の土木学会デザインコンペ「22 世紀の国づくり－ありたい姿と未来へのタスク」は、土木

学会主催の初めてのデザインコンペであった。極めてタイトなスケジュールではあったが、応募者の

ご協力によって一定の成果を得ることができた。特に部門 A の作品は、いずれも大変密度の高いデザ

インパネルとしてまとめられ、デザインコンペとしての特徴が発揮されたと評価できる。一方応募の

ハードルが低いと思われた部門 B において応募数が少なかったことは、デザインコンペというものが、

土木界にまだ浸透していないことの表れとも考えられる。募集要項の作成や運営については、「土木

設計競技ガイドライン・同解説＋資料集」（2018 年 10 月刊行）が非常に有効な手引きとなり、事務

局に実際のデザインコンペの審査や運営経験があるメンバーがいたことも、大きな問題なくコンペを

実施できたと考えられる。審査員の講評にもあるように、デザインコンペが充実したものとなるため

には、その機会が多く積み重ねられることが重要である。

　また、12 月 21 日の公開審査の場で行ったアンケートでは、以下のような意見が得られている。ま

ずデザインコンペの評価としては、新しいアイディアやイノベーションに繋がる、土木業界の体質や

意識に刺激を与える、学生や若手に教育効果がある、といった項目に回答が多かった。今後のコンペ

の参加意向については、回答者の約７割がこれまでの参加経験がないと回答していたが、今後につい

ては 9 割が何らかの形で参加したいと回答していた。

　以上も踏まえ、土木学会および土木界での今後のデザインコンペの企画、実践の進展を期待する。
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図 5.3  部門 B 優秀賞
表彰状
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